
Prime Cable Provisioning Process Watchdog

プライムケーブルプロビジョニングプロセスウォッチドッグは、すべてのプライムケーブル

プロビジョニングプロセスのランタイム状態をモニタする管理エージェントです。このプロセ

スウォッチドッグでは、プロセスが予期せず停止した場合に自動的に再起動します。プライム

ケーブルプロビジョニングプロセスの 1個のインスタンスが、プライムケーブルプロビジョ
ニングのコンポーネントを実行しているすべてのシステム上で実行されます。

コマンドラインツールとしてプライムケーブルプロビジョニングプロセスウォッチドッグ

を使用して、モニタ対象のプロセスのステータスを開始、停止、再起動、確認が可能です。

モニタ対象のアプリケーションがドロップすると、自動的に再起動します。何らかの理由で再

起動プロセスも失敗した場合、プライムケーブルプロビジョニングプロセスウォッチドッグ

は再起動を試行する前に所定の時間待機します。

Cisco Prime Network Registrarにインストールされている拡張機能をモニタするために、プライ
ムケーブルプロビジョニングプロセスウォッチドッグおよび SNMPエージェントを使用する
必要はありません。

（注）

再起動試行の時間間隔は 1秒から開始し、5分に達するまであらゆる後続の試行が急激に増加
します。その後、プロセスの再起動は成功するまで5分間隔でが試行されます。正常に再起動
した後の 5分間、期間は再度自動的に 1秒にリセットされます。

次に例を示します。

1. プロセス Aが失敗します。

2. プライムケーブルプロビジョニングプロセスウォッチドッグサーバが再起動を試行し、
最初の再起動が失敗します。

3. プライムケーブルプロビジョニングプロセスウォッチドッグサーバは 2秒間待機して、
プロセスの再起動を試行し、二回目の再起動が失敗します。

4. プライムケーブルプロビジョニングプロセスウォッチドッグサーバは 4秒間待機して、
プロセスの再起動を試行し、三回目の再起動が失敗します。
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5. プライムケーブルプロビジョニングプロセスウォッチドッグサーバは16秒間待機して、
プロセスの再起動を試行します。

この章では、次の内容について説明します。

• CLIからプライムケーブルプロビジョニングプロセスウォッチドッグを使用する（2
ページ）

CLIからプライムケーブルプロビジョニングプロセス
ウォッチドッグを使用する

プライムケーブルプロビジョニングプロセスウォッチドッグは、システムの起動時に自動的

に開始されます。したがって、この watchdogは同じシステムにインストールされているプラ
イムケーブルプロビジョニングシステムコンポーネントを開始します。/etc/init.d/bprAgent
コマンドを実行し、シンプルなコマンドラインユーティリティでプライムケーブルプロビジョ

ニングウォッチドッグを制御できます。

次の表では、プライムケーブルプロビジョニングプロセスウォッチドッグで使用できるコマ

ンドラインインターフェイス（CLI）コマンドについて説明します。

表 1 :プライムケーブルプロビジョニング CLIコマンド

説明コマンド

すべてのモニタされたプロセスを含むプライ

ムケーブルプロビジョニングプロセスウォッ

チドッグを開始します。

bprAgent start

すべてのモニタされたプロセスを含むプライ

ムケーブルプロビジョニングプロセスウォッ

チドッグを停止します。

bprAgent stop

すべてのモニタされたプロセスを含むプライ

ムケーブルプロビジョニングプロセスウォッ

チドッグを再起動します。

bprAgent restart

すべてのモニタされたプロセスを含むプライ

ムケーブルプロビジョニングプロセスウォッ

チドッグのステータスを取得します。

bprAgent status

1個の特定のモニタプロセスを開始します。
process-nameではプロセスを識別します。

bprAgent start process-name

1個の特定のモニタプロセスを停止します。
process-nameではプロセスを識別します。

bprAgent stop process-name
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説明コマンド

1個の特定のモニタプロセスを再起動します。
process-nameではプロセスを識別します。

bprAgent restart process-name

1個の特定のモニタプロセスのステータスを
取得します。process-nameではプロセスを識
別します。次の表に記載されている

process-nameは次が可能です。rdu、pws、dpe、
kdc、snmpAgent、adminuiまたは cli（DPE CII
用）。

bprAgent status process-name

オペレーティングシステム（Linux）を再起動すると、プライムケーブルプロビジョニング
プロセスウォッチドッグが最初に停止し、正常にプライムケーブルプロビジョニングサーバ

をシャットダウンできます。オペレーティングシステムを正常にシャットダウンまたは再起動

するには、init 6コマンドを使用します。

rebootコマンドではアプリケーションのシャットダウンフックは実行されず、シャットダウ
ン以外のプライムケーブルプロビジョニングプロセスを終了することはありません。このア

クションはプライムケーブルプロビジョニングに有害であり、サーバの起動の遅延や、特定

の統計情報とパフォーマンスカウンタを歪める可能性があります。

プロセスのクラッシュや再起動を含む、プライムケーブルプロビジョニングプロセスのアク

ションをトリガするイベントは、ログファイル BPR_DATA/agent/logs/agent.logに記録されま
す。ウォッチドッグデーモンは、標準 local6機能で syslogに重要なイベントを記録します。
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